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DG ビジネステクノロジー、BtoB EC ⽀援体制を拡充し、 
中⼩・中堅企業のデジタルシフトを⽀援 

〜JMAS と提携し、越境取引にも対応可能な BtoB EC サービス「セカイカート」を提供開始〜 

デジタルビジネス総合⽀援を⼿掛ける株式会社 DG ビジネステクノロジー（デジタルガレージグループ会社 /本社︓
東京都渋⾕区、代表取締役 兼 社⻑執⾏役員︓清⽔ 和徳、以下︓DGBT）は、株式会社ジェーエムエーシステムズ
（本社︓東京都港区、代表取締役社⻑︓坂倉 猛、以下︓JMAS）と提携し、同社が開発・提供するクラウド型 BtoB 
EC サービス「セカイカート」の取り扱いを 2025 年 6 ⽉ 19 ⽇より開始します。 

本提携により、製造・卸売業などの中⼩・中堅企業が抱える、BtoB EC の⽴ち上げや拡張に関する課題に対し、より
スピーディーかつ柔軟に構築・運⽤できる環境を提供し、国内外での販路拡⼤、デジタルシフトの加速を⽀援しま
す。

■背景
国内 BtoB EC の市場規模は令和 5 年には 465.2 兆円(※)に達し、デジタル化の波は中⼩・中堅企業にも確実に広が
りつつあります。販路拡⼤や業務効率化を⽬的とした EC 化のニーズが⾼まる⼀⽅で、IT ⼈材や予算、構築ノウハウ
の不⾜が、BtoB EC 推進における主要な課題となっています。

DGBT はこれまで、エンタープライズ企業向けに⾼度な要件にも対応可能な EC 構築パッケージ「SI Web 
Shopping」を提供してきました。同パッケージは、BtoC に加え BtoB EC にも対応し、複雑な商流・業務要件への
柔軟性と豊富な導⼊実績、⾼い安定性を備えています。 

https://siws.dgbt.jp/
https://siws.dgbt.jp/
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⼀⽅で、中⼩・中堅企業における BtoB EC では「DXによる顧客満⾜度向上・業務改善」が競争⼒強化の鍵となる中
で、社内業務のデジタル化や取引先の利便性向上に向けた仕組みを、短期間かつ低コストで構築・検証することが⼤
きな課題となっています。従来のパッケージ型構築では、こうした課題に対する柔軟な対応やアプローチの幅が限定
されていました。また、国内取引だけでなく、越境取引への対応を視野に⼊れる企業も増加しています。 

こうした市場環境を踏まえ、DGBT はこのたび、JMAS が提供するクラウド型 BtoB EC サービス「セカイカート」の
取り扱いを開始しました。「セカイカート」の導⼊しやすさや柔軟性に加え、BtoB を含む多様な EC 構築・運⽤で
培った実践的なノウハウ、さらに ERPを源流とした業務設計⼒やプロジェクトマネジメントの実⾏⼒を掛け合わせ
ることで、企業フェーズや課題に応じた柔軟かつ実⾏⼒のある BtoB EC ⽀援体制を提供します。 

■クラウド型 BtoB EC サービス「セカイカート」
「セカイカート」は、製造業・卸売業など中⼩・中堅企業の BtoB 取引に特化したクラウド型 EC サービスです。
BtoB特有の業務に対応する標準機能に加え、多様な商流への対応⼒も備えており、スピーディかつ低コストで導⼊
できるのが特⻑です。

【セカイカートの特⻑】 
1. BtoB 取引に最適化された販売・業務機能
卸値や値引き条件の個別設定、顧客ごとの表⽰制御、問い合わせ履歴の管理に対応。⾒積作成から受注・配送、在
庫・顧客管理までの業務をカバーし、属⼈化しがちな営業業務の効率化と戦略的なデータ活⽤を実現します。

2. 海外販路拡⼤を⽀える越境対応機能
多⾔語・多通貨、海外配送業者との連携に対応し、⽇本国内のサポート体制のもとでスムーズな越境 EC を実現。
公開国や販売商品を取引先ごとに制御でき、販路戦略に応じた柔軟な運⽤が可能です。

3. コストを抑えた SaaS 型料⾦体系
利⽤者数、商品数などに応じたプランが選択可能で、初期費⽤・⽉額費⽤を抑えたスモールスタートにも最適で
す。すべてのプランで全機能利⽤可能です。

4. 柔軟なカスタマイズと外部システム連携
SaaS でありながら機能拡張が可能で、⾃社の基幹システムや業務要件に応じた個別対応が可能です。

■今後の展開
DGBT は、今回の JMAS との提携を起点に、BtoB EC 構築⽀援のさらなる拡張を進めます。これまでエンタープライ
ズ向け開発において蓄積してきた、複雑な商流や業務要件への対応⼒、ERPを源流とする業務ノウハウやプロジェク
トマネジメント⼒を活かし、BtoB EC に取り組む事業者に対し、“業務×構築×運⽤”を⼀体で⽀援できる実⾏⼒ある
体制として、価値提供の幅をさらに広げていきます。

また、DGBT はデジタルガレージのグループ戦略「DG FinTech Shift」のもと、決済プラットフォームを提供する株
式会社 DG フィナンシャルテクノロジーとの両輪体制により、戦略⽴案から販促、購⼊、LTV最⼤化に⾄るまでの事
業プロセス全体を包括的に⽀援しています。DG グループおよび国内外の先進テクノロジー企業との戦略的アライア
ンスや⾃社開発を通じて、多様なビジネスニーズに応じた実⽤的なソリューションの提供を加速し、事業者の競争⼒
強化に貢献していきます。

※出典︓経済産業省「令和 5年度電⼦商取引に関する市場調査」

https://www.meti.go.jp/press/2024/09/20240925001/20240925001-1.pdf
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【DG ビジネステクノロジーについて】https://www.dgbt.jp 
DG ビジネステクノロジー（DGBT）は、デジタルガレージグループのデジタルビジネス総合⽀援企業です。戦略⽀
援、システム戦略、デジタルマーケティング、セキュリティ、データ活⽤など、多彩なソリューションを組み合わ
せ、戦略策定から販促、購⼊、リピートまで、コマースやデジタルビジネスのあらゆるプロセスを包括的に⽀援し、
事業者の成⻑を後押しします。また、グループ戦略「DG FinTech Shift」をもとに、決済事業を展開する株式会社 DG
フィナンシャルテクノロジーと DGBT の両輪体制で、事業者のビジネス最⼤化と経営基盤の強化を⽀援します。  
DGBTは、EC黎明期からコマースビジネスを⽀援してきたナビプラス株式会社、株式会社 DGコマース、株式会社ス
クデットの３社が経営統合し、2025 年 4 ⽉に新会社として始動しました。 
 
【デジタルガレージ（親会社）について】https://www.garage.co.jp/ 
デジタルガレージはパーパスとして「持続可能な社会に向けた “新しいコンテクスト” をデザインし、テクノロジー
で社会実装する」を掲げ、社会インフラを担う国内最⼤級の決済代⾏事業者として、多様な総合決済プラットフォー
ムを提供する決済事業を展開しています。またデジタル・リアル領域においてワンストップでソリューションを提供
するマーケティング事業、国内外の有望なスタートアップやテクノロジーへリーチするスタートアップ企業への投
資・育成事業などを展開しています。 
 
【株式会社ジェーエムエーシステムズについて】https://www.jmas.co.jp/ 
企業の経営戦略と IT をつなぐ、⽇本能率協会グループのシステムインテグレーターです。システムコンサルティン
グ、クラウド構築・運⽤、アプリケーション開発に加え、⽣成 AI やweb3などの先端技術を⽤いた開発、DXソリ
ューション等を提供しています。 


